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雨の特徴と気象データの関係性 
横浜サイエンスフロンティア高校  石垣 菜月(3年) 

 

はじめに 

雨の特徴と気候を比較することで、ある気象条件にお

ける雨の規模を予測することが目的である。また、この

予測の対象を広げるために、ここではメディアなどで容

易に知ることができる気温、湿度、気圧を気候とした。 

 

研究等の方法 

 ‣雨粒の大きさの測定 

   篩った小麦粉の入ったシャーレに降っている雨を

落とし入れ、固まった粒の半径を測定する。 

 

‣雨粒落下速度の測定 

NikonD5600 AF-P NIKKOR 18-55mm 1:3.5-5.6G で

降下中の雨を撮影し、雨の軌跡を測定する。（１）

から画像の縦の長さを求める。 
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求めた長さと軌跡との比率から実際の雨粒の移動距

離を求める。この値とシャッタースピード[s]から落

下速度[m/s]を求める。 

 

最後に、これらの実験データと過去の気象データと

の関係性を見つける。 

 

結果 

 図 2 より、雨粒の大きさと落下速度との間には大きな

関係性が見られなかった。 

また、図２の雨粒の落下速度と気温・湿度に関係性は

見られなかった。 

気圧に関しては、気圧が低い時に落下速度は小さくな

ることが分かった。 

 

まとめ 

 結果より、関係性があった測定日に見られた気圧の低

下は、台風 13 号の接近によるものと考えられる。また、

気圧が低い時に落下速度と関係性が見られたのは、この

台風が起こす上昇気流によって空気抵抗が大きくなり、

落下速度の低下に影響を与えたと考えられる 

 今回雨粒の大きさと落下速度のあいだには関係性は見

られなかった。今後これらのデータを増やし気圧別に比

較することで関係性が見えてくるのではないか。 
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図１ 雨粒の大きさと落下速度の関係 

  
図２ 気温の変化    図３ 湿度の変化 

 
図４ 気圧の変化 
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l:画像の長さ(縦)[cm] 

d:被写体までの距離[m] 

i:イメージセンサの大きさ(縦)[mm] 

f:焦点距離[mm] 


